京大広報 No. 623 by 京都大学広報センター
Title京大広報 No. 623
Author(s)











































































































































































































































































   （霊長類研究所）
2389

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































京大広報 2007. 5　No. 623






















































































































 　１．RNAi 依存的ヘテロクロマチン形成における non-codingRNAの運命決定 
  村上　洋太 
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縁種の種子を保存しています。ただし，
そのまま入れっぱなしではなく，８年
から１５年に一度実際に圃場で栽培し
て，形態を確認し種子を増やします。
このため毎年８００系統ほどを栽培して
いますが，これも大切な業務の一つです。１０月に種を播き１１月に圃場へ定植，４
月下旬から６月上旬には系統どうしが交配しないよう，一つ一つの穂にパラフィ
ン紙の袋をかぶせていき，５月下旬から７月上旬にそれらを収穫します。またコ
ムギの在来系統はスズメに食べられてしまうので，５月中旬には必要な部分を防
鳥網で覆う作業があります。播種や定植・網掛けは学生も総動員しての共同作業
です。収穫した穂は燻蒸したあと，種子だけ取り出して保存します。この保存系統は国内外の研究者や研
究機関の要望に応じて配布しており，研究や育種素材として広く利用されています。このように利用者が
専門家に限られるので，ほかの人に系統保存について説明してもなかなか理解してもらえなかったのです
が，最近やっと一般の方の目に触れる機会がありました。２００１年秋，早稲田大学吉村作治教授のグループ
が古代エジプトのアルコール飲料を生産するためにエンマーコムギの種子を求めてこられました。これに
対して当研究室から２５系統５粒ずつ提供したところ，吉村教授らは増産したエンマーを使って３年後に同
飲料の再現に成功しました。その発表に接した尾池和夫総長の着想のもと，エンマーを材料の一部とし（当
初は近縁のデュラムを使用），黄桜株式会社も参加して開発されたのが，早稲田大学・京都大学共同ブラ
ンドビールの「ホワイトナイル」です。
教育と研究
　教育面では専攻の他の研究室と同じで，農場や牧場と違い物集女地区で
実習を行うことはありません。栽培植物の起源に関する学部や大学院での
講義や，２・３回生対象の実験を担当しています。
　研究面では，系統保存やそれに関連する収集活動のほかに，さまざまな
栽培植物の起源や近縁種の進化の問題に取り組んでいます。設立当時は中
南米起源のトウモロコシやトウガラシの研究をしていましたが，やがてユ
ーラシアの雑穀に重点が移り，ついでソバやシソ・ダイコンの起源を研究
するようになりました。今は，コムギ近縁野生種の多様性解析と，ソバで見られる自家不和合性が主なテ
ーマで，海外を含む多くの研究機関と共同で行っています。最近の成果では，アメリカの研究者と共同で
栽培エンマーコムギの起源地を明らかにした研究があります。じつは野生のエンマーコムギはほかの栽培
植物の野生型と違い，自生地が長く知られていませんでした。１９０６年にイスラエルのガリラヤ湖の北で，
ユダヤ人のアーロンゾーン博士がやっと発見しました。その後１００年経って，エンマーの栽培起源地がト
ルコ東南部であることが明らかになったのです。私たちの研究は，この４月にイスラエルで行われた野生
エンマー発見１００周年記念の国際研究集会でも発表され，高い評価を得ることができました。
　
　栽培植物起原学分野物集女分室
　住　所　京都府向日市物集女町中条１番地
　電　話　０７５－９２１－０６５２　ＦＡＸ　０７５－９３２－８０６３
　メール　pgpinst@isis.ocn.ne.jp
物集女分室へのアクセス
　・ 阪急電車（京都線）・洛西口から徒歩１２分
　・ ＪＲ向日町駅からバス約１０分
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学広報センター　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
職員構成
教員２名，技術職員２名，時間雇用職員
１名，大学院学生６名，学部学生２名
イスラエルの野生エンマーコムギ
５月の袋掛け作業
